
社会資本総合整備計画　 令和8年2月6日

○

Ｄ － 0.1%

湊線の年間輸送人員を令和12年末で，1,065千人の減少に留める（新駅1開業後の令和13年度には，年間輸送人員1,500千人／年を目指す）

湊線の事業収支差を令和12年末で，マイナス28百万円に留める（新駅1開業後の令和13年度には，年間事業収支95百万円を目指す）

4,129
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

番号

R12末

6Ｂ Ｃ

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

R8

湊線年間輸送人員

湊線の事業収支差

計画の名称

交付対象

計画の期間

－

計画の目標

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

Ａ 4,123

重点配分対象の該当

ひたちなか海浜鉄道湊線鉄道事業再構築事業

令和８年度　～　令和１２年度　（５年間）

ひたちなか市

　本市の基幹的な公共交通である「ひたちなか海浜鉄道湊線（以下「湊線」という）」を将来にわたり持続可能な公共交通として維持していくため，「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づき策定した湊線鉄道事業再構築実施計画に沿って，「みなし上下分離方式」に構
造変更を行い，ひたちなか海浜鉄道が実施する湊線の鉄道施設や駅施設の設備更新費用を負担する。また，利便性の向上施策として駅施設の改修を行う外，路線延伸事業の実施により，国営ひたち海浜公園や大型商業施設，新たに造成される工業団地が立地する「ひたちなか地区」と
「那珂湊地区」を鉄道で結ぶことで，輸送需要の拡大と経営基盤の強化を図るとともに，ひたちなか市都市計画マスタープラン及びひたちなか市立地適正化計画に位置付けられている４つの都市拠点間の公共交通ネットワークを強化することにより，沿線住民をはじめとする市民の移動
手段の中長期的な確保を目指す。

1,115千人／年 1,065千人／年

▲23百万円 ▲28百万円

1

2



R8 R9 R10 R11 R12

地域交通 一般
ひたち
なか市

間接
ひたちなか海
浜鉄道株式会
社

－ －

湊線鉄道事業再
構築事業

阿字ヶ浦駅～国営
ひたち海浜公園南
口ゲート付近まで
の路線延伸（延長
1.4㎞）

ひたちなか市

■ ■ ■ ■ ■

4,123 1.01

合計 4,123

種別2種別1事業者
事業
種別

地域
種別

交付
対象

Ａ　基幹事業

番号基幹事業（大）

一体的に実施することにより期待される効果

備考

直接
間接

要素となる事業
名

（事業個所）

費用
便益比

個別施設計画
策定状況

事業内容
（延長・面積等）

市区町村名／
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）

事業実施年度

A17-001

地域公共交通再構築事
業

下部



R8 R9 R10 R11 R12

地域交通 一般
ひたち
なか市

間接
ひたちなか海
浜鉄道株式会
社

－ －

湊線鉄道事業再
構築事業

キャッシュレス券
売機の導入，トイ
レの洋式化 ひたちなか市

■ ■ □ □ ■

6

小計 6

合計 6

Ｃ　効果促進事業

基幹事業（大） 番号

事業
種別

地域
種別

交付
対象

直接
間接

事業者 種別1 種別2
個別施設計画

策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

C17-001

キャッシュレス券売機の導入等による利便性の向上を図り，インバウンドのニーズに対応した環境の整備を図る。

要素となる事業
名

（事業個所）

事業内容
（延長・面積等）

市区町村名／
港湾・地区名

事業実施年度 全体事業費
（百万円）

費用
便益比

地域公共交通再構築事業



計画の名称：湊線鉄道事業再構築事業

事　　前　　調　　査 チェック欄

①上位計画との整合性　１）地域公共交通計画その他の上位計画と整合性が確保されている。
○

②目標の客観性・具体性・地域制　１）数値目標や指数を用いるなど，客観的かつ具体的な目標となっている。
○

②目標の客観性・具体性・地域制　２）地域の課題を踏まえた目標が設定されている。
○

③目標と事業内容の整合性等　１）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。
○

④事業の効果　１）十分な事業効果が得られることが確認されている。
○

④事業の効果　２）他の事業との連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。
○

⑤計画の具体性・円滑な事業執行の環境　１）計画・事業の熟度が十分である。
○

⑤計画の具体性・円滑な事業執行の環境　２）事業実施のための環境整備が図られている。
○

⑤計画の具体性・円滑な事業執行の環境　３）計画に記載された事業に関連する地方公共団体等の理解が得られている。
○

Ⅱ.　計画の効果・効率性

Ⅲ.　計画の実現可能性

Ⅲ.　計画の実現可能性

Ⅲ.　計画の実現可能性

事前評価チェックシート

Ⅰ.　目標の妥当性

Ⅰ.　目標の妥当性

Ⅰ.　目標の妥当性

Ⅱ.　計画の効果・効率性

Ⅱ.　計画の効果・効率性



計画の名称 ひたちなか海浜鉄道湊線鉄道事業再構築事業

計画の期間 令和８年度　～　令和１２年度（５年間） ひたちなか市

4123

交付対象

（参考様式）参考図面

■整備エリア
A17-001

延伸区間工事

（地域公共交通再構築事業）

C17-001

キャッシュレス券売機の導

入

C17-001

トイレ洋式化

（地域公共交通再構築事業）


